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訪問調査日 平成 ２７年 ５月 １８日

運営理念の「その人らしさを大切に 住み慣れた町で仲良く ゆったり 豊かに 楽しい生活を」を基にして、季節の移
ろいを感じていただけるように、季節行事を充実させ、お花見やバーべキューの際には、ご家族様にも参加していた
だき、共に楽しんでいただけるように努めています。
その他、生活と医療のバランスを考え、出来る限り自立した生活を送っていただけるよう、入居者様の「出来るこ
と。」、「出来ないこと。」を見極め、入居者様に不安や混乱を極力感じていただかないように努力しています。
薬に関しても、必要最低限の服薬で、副作用を出来る限り少なく過ごしていただけるようにしています。医療的には、
早期発見、早期対応を心掛け、夜間診療もして頂ける主治医とも連絡を密にとり、ご家族様にも相談し、入居者様に
安心して過ごしていただけるよう努めています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
駅から徒歩７分という交通の便の良い立地に建てられた、２階建て１ユニット９名定員のグループホームです。事業
所は、商店や静かな住宅街が連なる一角にあります。また、近隣に同系列のグループホームやサービス付き高齢者
向け住宅を運営しており、各種行事・健康管理・防災訓練等の連携を通して、利用者や職員、地域住民との交流を
図っています。特に食事に対する楽しみの一つとして「おやつ作りレクリエーション」を設けており、利用者の昔取った
杵柄で、おはぎ作りや餅つき等を職員が教わる等、好評を得ています。管理者や職員は、洗濯や料理等の家事を利
用者と共に実践していくことで、利用者一人ひとりの役割や生きがいにつながることを目指しています。リビングの壁
面には、お花見や散歩行事等の際に撮影した、笑顔いっぱいで生き生きとした利用者のスナップ写真を掲示していま
す。４月から管理者が変わり、職員は理念である『そのひとらしさを大切に住み慣れた町で仲良く「ゆったり」「ゆたか
に」「楽しい」生活を』が達成できるよう全職員でフォローしあい、更に良いサービスを目指している事業所です。

基本情報リンク先

豊中市箕輪２丁目１１-１０所在地

グループホームアミティ３号館

1 自己評価及び外部評価結果

2774003301

法人名 有限会社 アミティケアサービス

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani=true&JigyosyoCd=2774003301-00&PrefCd=27&VersionCd=022

評価結果市町村受理日平成 ２７年 ４月 ２４日 平成 ２７年 ６月 １８日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

玄関ホール及び更衣室、事務所に掲

示し、出勤時、退勤時、目に付くように

なっており、１人１人が確認できるよう

にし、スタッフ全員が内容を理解してい

る。

また、事業計画でスタッフにも周知す

るようにしている。会議やミーティング

時に、個人個人の入居者様にとっての

その人らしさを話し合いケアにつなげ

ている。

管理者や職員は、理念を事業所の運

営、サービスの実践上重要なものと認

識しています。理念は、玄関や職員更

衣室、事務所等に掲示し、職員はもと

より、外部からの訪問者にも良く分か

るようにしています。年度当初に理念・

今年度の目標・事業目的等を明文化

した事業計画書を作成し、全職員に配

布して、共有化を図っています。事務

所には、毎月「今月の介護目標」を交

代で掲げ、サービスの実践に繋げてい

ます。

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

自治会に加入しており行事（運動会・

敬老会・夏祭り、お餅つき等）への参

加や近くの公園へ出かけたりしてい

る。

事業所で、自治会に加入しています。

法人代表は、自治会の役員を務める

等、地域の一員として積極的に交流を

図っています。地域の盆踊り、餅つき

等の行事に参加したり、地域小学校の

運動会、敬老会に参加したりする等、

地域住民との交流を図っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を

地域の人々に向けて活かしている

「アミティ喫茶」と称し年に2回、地域の

方々を招き、直ぐに入居するのではな

く、ホームの中や入居者様を知ってい

ただき段階を経て入居できる体制を

徐々に構築している。

電話相談に対しても、おおむね状況を

聞かせていただき、当ホームの限界を

お伝えし、納得していただいた上で、

他のサービス等の紹介をしている。平

成２４年９月には芝原地域包括センタ

ーの職員の方と合同で認知症サポー

ター養成講座を開催し、地域住民の方

にご参加頂き認知症の事についてより

理解を深めて頂いた。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、入居者様やサービ

スの実際、評価への取り組み状況等に

ついて報告や話し合いを行い、そこでの

意見をサービス向上に活かしている

概ね２ヶ月に１回開催し、入居者様の

状態や地域の行事への参加、今後の

行事の予定、クラブ活動等の催し等を

報告している。

メンバーの方から、地域行事へ参加の

お誘いや入居者様へのサービスの質

を向上させる為の助言や地域の方々

との交流の橋渡しをしていただいてい

る。また、以前入居されていたご家族

様の方が中心となり火災や地震等の

有事の際には駆けつけて頂ける地域

の方々と職員から成る「アミティグルー

プ地域防災支援組織」を結成すること

が出来た。

運営推進会議は、２ヵ月に１回、年間６

回定期的に開催しています。参加者

は、利用者、利用者家族、民生委員、

地域住民、市職員、地域包括支援セン

ター職員、事業所職員となっていま

す。事業所より、行事、クラブ、利用者

の状況、事業所の現況等を報告し、参

加者から意見やアドバイスを得ていま

す。看取りと医療との連携について、

地域包括支援センター職員より情報を

得る等、貴重な情報交換の場となって

います。また、２月に開催した市のグ

ループホーム合同運営推進会議「いき

いき講演会」にも参加しています。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取

り組みを積極的に伝えながら、協力関

係を築くように取り組んでいる

豊中市事業者連絡会に加盟し、行政

の通達や情報を聞く会合や地域福祉

ネットワーク会議及び地域密着サービ

ス部会等の会議に積極的に参加して

いる。月 1 度の介護相談員さんより、

サービス向上における助言を受けた

り、意見交換を行なっている。豊中市

子供１１０番の家や市民救命サポート

ステーション施設として市との連携に

取り組んでいる。

市職員とは、いつでも相談できる関係

です。市職員は、運営推進会議にも参

加をしており、日頃から相談や助言を

得ています。管理者は、市の事業者連

絡会や地域福祉ネットワーク、地域密

着サービス部会等の会議へ積極的に

参加しています。これまでに大きな事

故はありませんが、市へは速やかに

事故報告を行っています。事業所玄関

前には「子供１１０番・市民救命サポー

トステーション」のプレートを掲げる等、

市との連携に努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者、副代表者および全ての職員が

「指定地域密着型サービス指定基準及

び指定地域密着型介護予防サービス

指定基準における禁止の対象となる具

体的な行為」を正しく理解しており、玄関

の施錠を含めて身体拘束をしないケア

に取り組んでいる

身体拘束は、基本的にしていないが、

やむを得ない場合はご家族様などに

了解をとるような体制がとられている。

玄関はボタン式電子ロック錠になって

いるが、操作の出来る入居者様はご

自分で開錠し、職員の同行で外出をさ

れている。

言葉の拘束に対しても、その都度話し

合い、行動を抑制するような声掛けは

極力使用せず、入居者様お一人お一

人が思い思いに過ごせるよう心掛けて

いる。

身体拘束をしないケアの実践に努め

ています。事業所は、年間研修計画作

成時に「身体拘束等の排除の為の取

り組み等」の内部研修を組み、実施し

ています。研修は、職員が持ち回りで

講師となり、内部研修やテーマを決め

て職員に宿題として出されるミニケア

レポート等を実施しています。事業所１

階の玄関は電子ロックとなっていま

す。内側からは押しボタン、または手

動で開錠することができます。２階入

口ドアの鍵は、消防署に相談し、内側

に変更しました。利用者の外出時には

職員が付き添って出かけています。

２階入口ドアの鍵については、施錠に対

する利用者のストレスについて、職員間

で再度話し合い、検討することが期待さ

れます。

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、入居者様

の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ

れることがないよう注意を払い、防止に

努めている

日常的に管理者やリーダーが職員と

話し合い、不満や意見を聞き、常に職

員の心のケアに勤めるよう心掛けてい

る。人と人とのかかわりの中で性格上

合う、合わないがあり、時間やタイミン

グによっても変わってくる。そのことを

踏まえ、スタッフ同士で助け合い、交

代し合える様に努めている。

またホーム内研修やミニケアレポート

と称し、スタッフに宿題を出し、各自で

勉強してもらっている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

特に成年後見制度については、代表

者、副代表者、管理者は見識を深める

ように努力している。研修会には積極

的に参加している。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

入居契約の際は、必ずご家族様に重

要事項説明書をもとに図表を取り入れ

た別紙を用い、丁寧に説明し、簡素化

できるように工夫している。質問等を

受け、納得いただいた上で署名・押印

をいただいている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する入居者様、ご家族様等

意見の反映

入居者様やご家族様等が意見、要望を

管理者や職員ならびに外部者へ表せる

機会を設け、それらを運営に反映させて

いる

介護相談員さんの定期的な来所によ

り、入居者様からの相談事について

は、相談員さんから施設側へのフィー

ドバックできる体制を取っている。

家族様に対しては、管理者やケアマネ

ージャーが面会にこられた際等に話を

聞き対応させて頂いている。

玄関には、公的な苦情受付機関や介

護相談員の来所日をお知らせし、相

談、苦情解決の第三者窓口を紹介し

ている。

その他、ホーム内での相談（苦情）受

付担当者や相談（苦情）解決責任者を

掲示している。

毎月家族様に送付しているアミティ通

信（事業所だより）は運営推進会議内

で家族様の代表者の方より、「もう少し

細かく詳しい内容を書いて頂くとよりい

いですね。「特にお変わりございませ

ん」では少しさみしいです。大きな写真

を載せて頂いているので、その場の雰

囲気が伝わります」という要望によりフ

ォーマットを変更させて頂いた。

管理者や職員は、利用者や家族の意

見要望等が、運営や利用者支援に反

映する大切なことと理解しています。

「アミティ通信」を毎月発行し、家族へ

送付しています。通信には、利用者一

人ひとりの笑顔いっぱいのスナップ写

真、月の介護目標、全体の行事報告と

予定等を記載しています。家族より、

利用者の雰囲気が伝わってくると好評

を得ています。家族は運営推進会議

に参加し、意見や要望等を出していま

す。また、職員は面会時において、細

かなことでも聞き取ったことを「苦情・

要望受付書」」に記入し、運営やサー

ビスの支援に繋げています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者、副代表者、管理者は、運営に

関する職員の意見や提案を聞く機会を

設け、反映させている

代表者、副代表者と毎日電話連絡を

取り、意見交換ができる機会を作って

いる。またリーダー、サブリーダーが職

員の意見や提案をまとめ代表者、副

代表者、管理者と話し合う機会を設け

ている。

法人合同での運営会議、事業所の全

体会議、ケア会議、日々のミーティン

グ等、職員は闊達な意見を交わしてい

ます。会議録は丁寧に記載し、出席で

きなかった職員も全員確認印を押し、

周知徹底を図っています。管理者や職

員は、タイムスケジュールの変更や家

具・物品などの場所変更等について話

し合い、改善に繋げています。

12

○就業環境の整備

代表者、副代表者、管理者や職員個々

の努力や実績、勤務状況を把握し、給

与水準、労働時間、やりがいなど、各自

が向上心を持って働けるよう職場環境・

条件の整備に努めている

代表者、副代表者はスタッフと話し合

いの機会を作り、各自の要望やストレ

スの軽減、改善等に努めている。また

事業所の研修以外にスタッフの要望す

る研修に参加できるよう配慮してい

る。

また、事業所は各スタッフのレベルに

応じた研修への参加要請も行なってい

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者、副代表者、管理者や職員一人

ひとりのケアの実際と力量を把握し、法

人内外の研修を受ける機会の確保や、

働きながらトレーニングしていくことを進

めている

奇数月にミニケアレポートと称し講師

が事業計画で定めた季節に応じた感

染症や病気、ケアの注意点をお題に

何問か出題し職員が宿題として行うミ

ニケアレポートと偶数月に講師が事業

計画で定めたお題を職員に講義する

内部研修を実施している。

内部研修に参加出来ないスタッフには

回覧研修を行っている。外部の研修も

案内を掲示し、希望があれば検討して

いる。

また、外部研修参加者は内部研修ま

たは回覧研修を行っている。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者、副代表者、管理者や職員が同

業者と交流する機会を作り、ネットワー

クづくりや勉強会、相互訪問等の活動を

通じて、サービスの質を向上させていく

取り組みをしている

事業者連絡会や地域密着型サービス

部会、地域のグループホームの合同

運営推進会議に参加させていただき、

研修や事業所で抱えている悩みを相

談する機会を設け、活発に意見交換

や交流を図り、サービスの質の向上に

努めている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、入居者様

が困っていること、不安なこと、要望

等に耳を傾けながら、入居者様の安心

を確保するための関係づくりに努めて

いる

入居当時は不安が多く、混乱されてい

ることも少なくない。そのことを踏まえ、

ご家族様より生活暦、趣味趣向を聞

き、コミュニケーションの時間を多く持

ち、各スタッフを信頼し、安心して過ご

していただけるよう努めている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、ご家族様

等が困っていること、不安なこと、要望

等に耳を傾けながら、関係づくりに努め

ている

電話相談で、おおむね状況説明をして

下さる。

来訪された際、お声かけさせて頂く

が、初回から話されるご家族様は少な

く、何度か来訪されるうちに信頼関係

が築け、辛かった日々の話を打ち明け

て下さる。

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、入居者様

とご家族等が「その時」まず必要として

いる支援を見極め、他のサービス利用

も含めた対応に努めている

初回の電話相談時などに、おおむね

の相談状況を聞かせていただき、当ホ

ームの限界をお伝えし、納得いただい

た上で、他のサービスも提案してい

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、入居者様を介護される一方の

立場におかず、暮らしを共にする者同

士の関係を築いている

出来る方には、日常生活の中で、家事

などに参加していただき、昔ながらの

日常生活の知恵などを教えてもらって

いる。特に料理の味見や食材の切り

方、盛り付け等を共にさせていただ

き、時には、リビングの掃除を手伝って

いただいている。

また、昔ながらの雑学やことわざ、方

言、日本ならではの作法など教わる機

会もあり、お互い学びあい支えあう関

係作りを心がけている。

19

○入居者様を共に支えあうご家族様と

の関係

職員は、ご家族様を支援される一方の

立場におかず、入居者様とご家族様の

絆を大切にしながら、共に入居者様を

支えていく関係を築いている

家族様来訪時に現在の状況や入居者

様の意向等の意見交換を行い、生活

暦、入居者様からの言動等の疑問を

相談し、今後のケアの方針を話し合っ

ている。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

入居者様がこれまで大切にしてきた馴

染みの人や場所との関係が途切れない

よう、支援に努めている

入居者様が馴染みとしている美容室

や病院に行っていただくようにしてお

り、従来の関係が途切れないよう支援

している。また、遠距離や旅行などこち

らで不可能な場合でも、ご家族様が可

能な場合は、行なっていただくよう励

行している。

時々電話での連絡もあり、入居者様に

おつなぎしている。

事業所は、利用者がこれまで大切にし

てきた馴染みの関係が継続するよう支

援に努めています。利用者は、入居前

から馴染みの美容院や病院へ家族と

外出する等しています。利用者の希望

で遠方の親戚と連絡をとり、写真のや

り取りの支援などして、馴染みの関係

継続が途切れないよう支援していま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

21

○利用者同士の関係の支援

入居者様同士の関係を把握し、一人ひ

とりが孤立せずに入居者様同士が関わ

り合い、支え合えるような支援に努めて

いる

入居者様間で気の合う者同士を配慮

した席の配置や、散歩に行く際のグル

ープなどを配慮している。カラオケ、ガ

ーデニング、手芸等を行なっており、

共通の趣味で入居者様同士、関係が

作れるように努めている。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて入居者様・ご家族様の経過をフォ

ローし、相談や支援に努めている

在宅復帰をされた方には近況を尋ね

電話連絡を入れ、入院治療等の理由

で退所された方に対しては見舞いに行

くなどして、入居者様の様態やご家族

様の相談にも傾聴し、継続的な関りを

大切にしている。

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

入居者様の思いや暮らし方をたずね、

それに沿って支援できるよう心がけて

いる。入居者様から聴取が困難な場

合は、ご家族様より生活暦や趣味等を

聞き、入居者様に楽しんで頂ける様に

心がけている。

利用者や家族の意向や要望を把握

し、記載しています。職員は、利用者

一人ひとりの日常をケアチェック表・ケ

ース記録表に記載しています。また、

スタッフノートや医療ノート等にも記載

する事で、得られた情報はケア会議等

で共有しています。ケアチェック表・ケ

ース記録には、家族の意見・要望、利

用者の思い・要望を聞き取り、具体的

に記入しています。利用者の「お洒落

がしたい」「散歩に行きたい」「友達と一

緒にいたい」など、一人ひとりの願い

が叶うよう把握に努めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入居される際、所定の用紙をご家族様

に記入して頂きその情報を元に入居

者様とコミュニケーションを取り、情報

を 得 て い く よ う に し て い る 。

入居された後、ご家族様と信頼関係が

徐々に構築され職員との会話の中で、

入居者様の情報をお教えいただいた

際に記入できる生活暦追記シートを使

用し全ての職員が出来る限り同じ情報

量を共有できる様に努めている。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

入居者様個別に担当者を割り当て、担

当者が総合的に把握するよう努めて

いる。

一人、ひとりが日々過されていく中で

も、有する力が変化して行く事を頭に

入れ接し、何気ない動作の中にもいつ

もと違う何かを感じ取れるようにし、総

合的に判断、把握できるように努めて

おり、その日の出来る事、出来ない事

を判断し、その場、その場で、対応を

変える様に心がけている。

また、その日１日の経過についての情

報は、スタッフ間で漏れのないように

口頭での申し送りを徹底している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

入居者様がより良く暮らすための課題と

ケアのあり方について、入居者様、ご家

族様、必要な関係者と話し合い、それぞ

れの意見やアイデアを反映し、現状に

即した介護計画を作成している

介護計画は、入居者様やご家族様か

らの情報収集をした上で、希望、要望

を聞き、これを基にスタッフ間でのケア

会議を開き、作成している。作成した

介護計画は、入居者様やご家族様に

説明した上で、署名押印をもらってい

る。

介護計画作成者は、介護計画を原則

３ヵ月毎に見直しています。利用者の

変化があるときは、都度見直します。３

ヵ月に１回モニタリングを行い、担当者

等によるケア会議を実施しています。

介護計画は、家族や利用者に説明し、

同意を得ています。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

個別のケース記録・追記シートに日々

の様子やケアの実践・結果・気づきや

工夫を記録し、情報をスタッフ間で共

有している。

また、書き方を統一するように心がけ

ている。

これを基にケア会議で情報を出し合

い、介護計画に反映させている。

ケアチェック表にはケアプランも記載さ

れており、毎日サービスが提供できた

かチェックする枠が設けられており、介

護計画の見直しに役立てている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

入居者様やご家族様の状況、その時々

に生まれるニーズに対応して、既存の

サービスに捉われない、柔軟な支援や

サービスの多機能化に取り組んでいる

主治医やかかりつけ医の指導を基本

とし、入居者様にとって負担となるよう

な入院などは回避している。

また早期退院も可能な限り受け入れて

いる。通院などでは、ご家族様の意向

など確認した上で、職員や管理者が付

き添い出かけている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、入居者様は心身の力を発

揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ

ことができるよう支援している

夏祭りや敬老のつどい、体育祭等中

学校や小学校に出向き参加している。

その他地域の季節行事や公民館の催

し物等民生委員さん、介護相談委員さ

ん、地域住民の方から声をかけていた

だき参加している。

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、入居者様及びご家族様等の希

望を大切にし、納得が得られたかかりつ

け医と事業所の関係を築きながら、適

切な医療を受けられるように支援してい

る

入所以前からかかりつけ医が居られ

る場合は、入所されてからも継続して

いただけるよう体制を取りドクターと事

業所との信頼関係を構築し、間が保て

るよう心掛けている。

病状が変わられた場合に関しても、入

居者様、ご家族様と相談し、新規に病

院と入居者様、事業所の信頼関係を

築けるよう心がけている。ターミナルケ

アも視野に入れ、夜間や急変時にすぐ

往診して頂ける医師に主治医になって

頂いた。

利用者や家族の希望により、入居前

からかかりつけの医療機関へ受診す

る方もいます。協力医は、月に１回の

定期検診のほか、利用者の状態に変

化があればいつでも往診に来てもらい

ます。法人内の看護師が週に１回事

業所へ来訪し、利用者の日々の健康

管理を行っています。職員とは、「医療

ノート」を通して、利用者の健康状態に

ついての連絡や相談をしています。夜

間や緊急時には、事業所の主治医と

連絡可能な体制を構築しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえ

た情報や気づきを、職場内の看護職や

訪問看護師等に伝えて相談し、個々の

利用者が適切な受診や看護を受けられ

るように支援している

看護師との連絡ノートを作成している。

その他にも、口頭での指示、実際の手

技を観て看護師がいない場合でも、出

来る範囲で支援している。

受診の際も、入居者様の状態を看護

師に伝え、入居者様の状態を把握し、

適切な医療、処置を受けることが出来

る様、出来る限り看護師も立会い受診

している。

32

○入退院時の医療機関との協働

入居者様が入院した際、安心して治療

できるように、又、できるだけ早期に退

院できるように、病院関係者との情報交

換や相談に努めている。あるいは、そう

した場合に備えて病院関係者との関係

づくりを行っている

主治医と連絡を密にとり、症状が悪化

しないように早期発見、早期対応を心

掛けており、入院された場合は、入院

された医療機関に、なるべく短いスパ

ンでお見舞いに行き入居者様の状態

を直に観察し、ドクターや看護師から

状態の予後を聞き早期退院に努めて

いる。ターミナルケアも視野に入れ、夜

間や急変時にすぐ往診して頂ける医

師に主治医になって頂いた。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から入居者様・ご家族様

等と話し合い行い、事業所でできること

を十分に説明しながら方針を共有し、地

域の関係者と共にチームで支援に取り

組んでいる

早い段階で、ホームの限界を説明し、

理解していただいており、ご家族様と

は、面会の際、常に話し合いの時間を

持ち、終末期の方向性を検討し、主治

医や看護師から助言をいただき、入居

者様の意向になるべく添えるようにし

ている。

看取りは、利用者や家族の希望により

実施しています。これまでに、数名の

方の看取りを行った事例があります。

管理者は、利用者や家族の意向にそ

って、今後も看取りの支援を行ってい

きたいと考えています。家族には、状

態変化に伴い、支援の方向性をその

都度話し合いながら進めています。

今後は「看取り指針」を作成して、事業所

でできることやできないことを明確し、家

族の意向を確認しながら文書で同意を

得るよう取り組んではいかがでしょうか。

また、職員研修等も計画的に実施するこ

とにより、現在行っている看取り支援をよ

り確かなものにしていくよう、取り組むこ

とが期待されます。

34

○急変や事故発生時の備え

入居者様の急変や事故発生時に備え

て、全ての職員は応急手当や初期対応

の訓練を定期的に行い、実践力を身に

付けている

職員はほぼ全員普通救命講習を受講

しており、市民救命サポーター・ステー

ションに登録している。定期的にミニケ

アレポート等で緊急時の対応を再確認

している。

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず入居者様が避難できる方法を

全職員が身につけるとともに、地域との

協力体制を築いている

災害対策のマニュアル、緊急連絡網を

作成し、災害時対応出来る様に体勢を

整えている。

年２回避難訓練を実施している。

また、以前入居されていたご家族様の

方が中心となり火災や地震等の有事

の際には駆けつけて頂ける地域の

方々と職員から成る「アミティグループ

地域防災支援組織」を結成することが

出来た。

「災害対応対策マニュアル」を整備し、

非常災害時の避難手順、連絡体制な

どを明確にしています。消防避難訓練

は年に２回実施しています。平成２３

年に組織された地域住民と合同での

「アミティグループ地域防災支援組織」

の協力を得て、５月中に避難訓練を実

施する計画があります。災害時の食料

品の備蓄に関しては、３日分程度を備

蓄し、担当者を決めて管理していま

す。

災害時の避難訓練は、夜間想定訓練も

含めて実施することが求められており、

５月中に予定している避難訓練では、人

手の少ない夜間帯を想定し、地域の防

災支援組織の協力を得ながら、計画通

り実施していくことが望まれます。また、

避難経路である２階入口の鍵の施錠お

よび開錠の方法については、災害時の

利用者の安全確保のためにも、早急に

消防署と相談・協議することが求められ

ます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの

確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

入居者様に接する態度は、勉強会な

どにおいても意識付けを徹底してい

る。

日頃のケアの際も、耳障りな表現や不

適切な声掛け等を互いに注意し合え

る関係作りをしている。

また、記録などについてはプライバシ

ー保護にも配慮し、イニシャルにする

など工夫している。ご家族様や外来者

にも個人情報が漏れないよう配慮して

いる。

利用者を尊重した関わりを基本とし、

言葉遣いや丁寧な対応を心掛けてい

ます。マナーや言葉遣い、プライバシ

ーに対しての内部研修を実施してお

り、利用者との信頼関係を築いた上

で、馴れ馴れしくならないような対応に

努めています。特に排泄時や更衣時

には利用者の羞恥心に配慮した言葉

かけを徹底しています。気になる言動

があれば、その都度職員同士で注意

し合える関係ができています。

37

○入居者様の希望の表出や自己決定

の支援

日常生活の中で入居者様が思いや希

望を表したり、自己決定できるように働

きかけている

入浴や食事のペースや時間、その日

の服装、などできる限り希望に添える

ように努力している。また、選択肢を設

けその中で決定していただくような工

夫もしている。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

運営理念の「その人らしさを大切に」を

念頭に置き日々の業務を優先するの

ではなくまずは共に座りコミュニケーシ

ョンを密にすることを優先し、笑顔が見

られる対応を心がけ、日常生活の支

援を行っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

服装は入居者様の好みを優先できる

よう支援している。施設のほうでも２ヶ

月に１回程度のペースで訪問理・美容

を取り入れ、入居者様の希望に応じて

パーマや毛染などそえる様な体制をと

っている。

また、馴染の美容院がある方は、そち

らに行かれる方もおられる。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、入居者

様と職員が一緒に準備や食事、片付け

をしている

食事は 3 食ホームで調理し、出来たて

の食事をその方の適量を提供してい

る。入居者様に調理、味見、盛り付

け、配膳、テーブル拭き等担当して頂

き一緒に食事を楽しんでいる。箸や茶

碗、湯のみ等入居者様の馴染みの物

を使用している。

希望があれば、外食やホームでホット

ケーキやたこ焼きを作り食していただ

いている。

入居者様、ご家族様にもご好評頂いて

いるバーベキューを、姉妹ホームであ

るアミティ豊中の、屋上を利用し年１回

開催している。

食事は、業者より食材が毎日届けら

れ、業者の栄養士が立てた献立により

事業所で調理しています。利用者は、

皮むきやキザミもの、メニューによって

は味付けなど、それぞれが役割を持っ

て調理から配膳、後片付けに携わり、

職員と共に行っています。利用者の希

望により、おやつ作りとしてホットケー

キやたこやき、季節に応じておはぎづ

くりなど、買い物から利用者全員楽し

んでいます。外食も、利用者の希望を

聞きながら、回転寿司などに出かけて

います。職員は、利用者と調理したも

のを一緒に食べて、楽しく会話をしな

がら、アットホームな食事風景を作って

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

食事量はケアチェック表に記載し、水

分は、食事の時やおやつの時、時間を

決めてお出ししている。希望があれ

ば、飲んでいただいている。食事はそ

の方に合った食事形態での提供を行

い、腎疾患などで水分や食事に制限

がある方は特に注意している。水分量

の少ない方にはお好きな飲み物やゼ

リー等を随時提供させて頂いている。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や入居

者様の力に応じた口腔ケアをしている

起床時、毎食後、就寝時の歯磨き、口

腔ケアを実施している。

又、歯磨きが不十分な方には、再度磨

き直しをさせて頂いている。

義歯使用の方には、適宜義歯洗浄剤

を使用し洗浄させて頂いている。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

排泄チェック表により入居者様の排泄

リズムを把握し声かけを行っている。リ

ハビリパンツやパットの方も表情や仕

草などによりできる限りトイレで排泄し

て頂けるように支援をしている。

利用者一人ひとりの排泄状況を把握

し、排泄表に記録しています。職員は

さり気ない声かけを行い、できるだけト

イレへの誘導を心がけて支援していま

す。入居時に、ベッド上でオムツ対応

であった利用者が、排泄パターンや習

慣を把握することで、リハビリパンツと

パッド対応へと移行し、トイレでの排泄

支援になった事例があります。清拭タ

オルなどによる、清潔保持にも努めて

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

水分補給や歩行練習、朝の体操等に

て体を動かして頂いている。

トイレに着座して頂き腹部マッサージ

を行う等支援させていただいている。

入居者様によっては、下剤も使用して

いるが、画一的に飲むのではなく、薬

の量や効果など個人になるべく合う対

応を模索するよう努めている。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

入居者様一人ひとりの希望やタイミング

に合わせて入浴を楽しめるように、職員

の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ

ずに、個々にそった支援をしている

浴室前にはのれん、入浴札を掛けて

入浴者は事前に順番がわかるよう表

示を行い、一緒に衣類の準備をしてい

ただいている。順番に不公平がないよ

うに配慮し、入浴日以外でも希望があ

れば入浴していただいている。

浴室は明るく清潔で、利用者の希望に

合わせて、週２～３回入浴を支援して

います。利用者が希望すれば、日曜日

以外はいつでも入浴が可能です。利

用者は、職員と一緒に着替えの準備も

しています。入浴後の化粧等も、一人

ひとりの希望のものを用意する等、細

やかな配慮をして入浴を楽しむことが

できるように工夫しています。また、季

節の菖蒲湯、ゆず湯、各地の温泉の

入浴剤等も利用者に喜ばれています。

入浴を好まない方には、無理強いをせ

ず時間を変えたり、日を変えたりして

臨機応変な対応をしています。
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外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

46

○安眠や休息の支援

入居者様一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息したり、安心

して気持ちよく眠れるよう支援している

個人の外出状況や、疲労の度合い、

今までの生活習慣など配慮している。

眠れない時は牛乳を飲んでいただい

たり、話を傾聴し、なるべく不安が解消

できるよう、支援している。

47

○服薬支援

入居者様一人ひとりが使用している薬

の目的や副作用、用法や用量について

理解しており、服薬の支援と症状の変

化の確認に努めている

症状、服薬に関してはスタッフノートに

記載し、薬を組む者、確認する者、服

薬支援する者は他の職員にも声をか

け確認をした後、入居者様と一緒に確

認し、複数段階で行うようにしている。

また入居者様全員の内服薬に関して

は、写真入で作用、副作用を確認でき

るファイルを作成し、職員全体で周知

するようにしている。



大阪府 グループホームアミティ 3号館 2015 年 6 月 9日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会23

自
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外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

入居者様個人の得意な分野の洗濯物

干しや洗濯たたみ、盛り付け、テーブ

ル拭き、フロアーの掃除等ご自分の出

来ることを無理の無い程度にご自分の

役割と感じ、していただいている。

趣味で手芸やカラオケ、ガーデニング

をされていた方はアミティクラブ等へ参

加していただいている。また日々の中

で個別に編み物や手紙等楽しめるよう

に支援をしている。ティータイムの飲み

物等はメニューより入居者様に選んで

いただいている。歌の得意な方には、

レクリエーション時に率先して歌って頂

いたり、懐かしい歌の番組やビデオを

見ていただくと口ずさまれる。

49 18

○日常的な外出支援

入居者様一人ひとりのその日の希望に

そって、戸外に出かけられるよう支援に

努めている。又、普段は行けないような

場所でも、入居者様の希望を把握し、ご

家族様や地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している

天気や入居者様の体調、要望などに

応じて、散歩に出かけている。お店に

おやつを買いに出かけたり、ご家族様

と外食される方もいる。外出記録をもと

に偏らないように配慮している。

サブリーダー会議にて、レベルに合わ

せたグループ分けをさせて頂き、買い

物や散歩、喫茶店に出かけていただ

いている。

職員は、利用者一人ひとりの希望にそ

って外出支援を行っています。近隣へ

の散歩やスーパー、コンビニ等での買

い物、職員と共に食材の買い出しに行

くなど、日常的に外出しています。季節

によって、弁当を持参して近隣の公園

へお花見に出かけたり、地域の祭りに

参加したりする等しています。職員は、

利用者が少しでも外の空気を感じられ

るよう、今後も更に外出する時間を作

る工夫をしていく予定です。
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外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、入居者様がお金を持つことの

大切さを理解しており、一人ひとりの希

望や力に応じて、お金を所持したり使え

るように支援している

特定の方は現金を所持されている。

買い物や夏祭りにて出店で物を買わ

れる際、お金をお渡しし、払っていただ

いている。

51

○電話や手紙の支援

ご家族様や大切な人に入居者様自らが

電話をしたり、手紙のやり取りができる

ように支援している

電話の使用が無理な入居者様は職員

が取り次ぎを行っている。はがきや手

紙等は文面や宛名はご自身で出来る

範囲で作成していただき、無理な部分

はこちらで支援させていただいてい

る。

年末には年賀状を作成し、投函され

た。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、入居者様にと

って不快や混乱をまねくような刺激

（音、光、色、広さ、温度など）がないよう

に配慮し、生活感を採り入れて、居心地

よく過ごせるような工夫をしている

共用の空間では、カーテンを２重にす

る等不快な光を極力なくしている。

テーブルの上には、季節に合った置物

や花などを配置し、季節感を楽しめる

ように配慮している。入居者様の各居

室の表札は、季節感を表現した手作り

の貼り絵などを飾っており、入居者様

やご家族様が鑑賞して楽しんでいる。

各居室、リビングの照明に関しても段

階的に調節できるようになっている。

１階玄関入口には、季節の飾り物とし

て端午の節句にちなんだ兜や鎧など

を飾り、靴箱等には利用者の靴、面会

用スリッパを綺麗に整頓し、用意して

います。明るい２階リビングは、真ん中

にキッチンカウンターを配置し、ご飯の

匂いや調理の音があり、利用者と職員

の楽しい声が溢れています。リビング

には食事用テーブル、ソファーコーナ

ー等があり、利用者はそれぞれゆった

りと過ごしています、壁面には毎月の

行事やレクリエーションの楽しいスナッ

プ写真を掲示しており、利用者の笑顔

いっぱいの写真からは、生き生きとし

た生活を見ることができます。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

食事の席で、気の合う方同士塗り絵を

楽しまれたり、新聞や雑誌を読まれた

りされる。又、ソファでもお話やテレビ

を楽しまれている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、入居者

様やご家族様と相談しながら、使い慣

れたものや好みのものを活かして、本

人が居心地よく過ごせるような工夫をし

ている

今まで使用しておられた家具や寝具

等を、入居時に出来る限りもって来て

いただき、使用していただいている。

入居者様の中にはご家族様と共に生

けられた花等を飾っておられる。

カーテンは、防火カーテンを使用して

いるため、ホームの物を使用していた

だいている。

ベッド、エアコン、クローゼット、カーテ

ンは事業所が用意しています。入居時

にはそれぞれの思い出の家族写真、

タンス、時計、仏壇、テレビ、化粧品等

を自由に持ち込んでいます。職員は利

用者のアルバムを作成したり、手作り

の誕生日作品を飾ったりする等、安心

して生活できるように支援しています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

各居室には、手作りの表札を作り、トイ

レに関しても手作りで案内や札を作

り、わかりやすいよう配慮している。

動線にはなるべく物を置かず、十分な

スペースを確保している。

必要な方の居室内、廊下等入居者様

が不安に思われるところには手すりを

設置している。


